


「  ツルウメモドキ（蔓梅擬） 」

冬の凍てついた　山への道は　歩いて登るより他にはない
よく晴れたこの日　明るい陽射しに誘われて　山歩きの支度を整えた
まだまだ　風は冷たいが　歩きながら　澄んだ空気を
体じゅうに　味わいながら　歩いて行った
さすがに　ふみしめる土は　氷まじりの音を立てる
しばらく登った時だ
少し離れた場所に　ツルウメモドキの実が見えた

ツルウメモドキは　山野には　普通に生えているが
春や秋は　あまり目にとまらない
しかし　冬になって　周りの木が　すっかり葉を落としてしまい
自分の葉も　枯れて　朽ちてしまった後
鮮やかで　美しい実が　俄然　際立って見えてくる

白い雪をかぶった　かわいらしい表情の　ツルウメモドキであった
いつも最後まで　野鳥の食料となる実が　まだ残っていたのだ　
赤い　つややかな　美しい実であった

２月　枝にはすでに　冬芽が　顔をのぞかせていた

イザヤ45章（聖書）

天よ　露を滴らせよ
雲よ　正義を注げ
地が開いて　救いが実を結ぶように
恵みの御業が　共に芽生えるように
わたしは主　それを創造する


